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修士論文要旨
学校場面における問題行動に対する介入効果の般化についての検討
一復元効果からみた学校における支援について－
AnexaminationofthegeneralizationoftheeffbctsofinterventioninproblematicbehaviorinschooIs
－aPPrOaChestoschooIsupportsystemsfromtheperspectiveofrenewale飴ct－
龍野
【問題と目的】
行動問題に対するアプローチとしては，行動論的なアプ
ローチの有効性が論じられているが，指導場面において問
題行動の低減が確認されても別の場面ではもとの状態に戻
ってしまうという介入効果の般化の問題が課題とされている。
このような介入効果の問題について，復元効果という現
象から理解ができると考えられる。復元効果とは，いった
ん消去された行動が消去後の文脈（場面）変化によって再
出現する現象と定義され，そのために，個別指導場面にお
ける介入が集団のなかで十分に活かせない可能性がある。
そこで，本研究では，行動面に困難を抱える児童1名に
対する行動分析に基づく介入実施後の復元効果を記述的に
検討し（研究1），学習面と行動面に困難を抱える児童1負
に対して，それぞれ独立に介入を実施し，復元効果につい
ての検討を行った（研究2）。
研究1：通常学級に在籍する児童が示す問題行動に対する
介入効果の般化についての検討
【方　法】
対象者：首都圏の公立小学校に在籍する6年生1名。保護
者や担任から対人トラブルおよび交友困難が問題とされて
いた。
手続き：不快感情を発散させる機能を持つ問題行動（大声
を出す・何度も同じ内容のことを繰り返す・怒鳴る・泣き
叫ぶ；研究ト1）と注意獲得の機能を持つ問題行動（他児
への‾轟言やちょっか示‾「画兎‾1－2）‾‾に対して癒立的に行動
分析に基づく介入を実施した。
【結果と考察】
2つの問題行動各々に対して，指導場面における介入の
有効性が認められ，問題行動が低減した。しかしながら，
非指導場面においては，再び問題行動の増大が確認されて
しまい，般化が生じなかったと考えられる。ところで，指
導場面と非指導場面では，場所，指導形態，指導内容とい
った文脈が異なっていることから，股化が生じなかったと
考えられる現象は復元効果であるとも理解できた。したが
って，2つの機能の異なる問題行動に対する介入において，
般化が生じなかったと考えられる現象を復元効果として理
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解できる可能性が示された。
研究2：問題行動と学習スキルに対する個別指導による
介入効果の検討
【方　法】
対象者：首都圏の公立小学校に在籍する2年生1名。担任
から学習の遅れと，指示に従うことができず，自分勝手な
行動をとってしまうことが問題とされていた。
手続き：問題行動の低減（研究2－1）と学習スキル定着（研
究＿2二2）のために，行動分析に基づく指導を個別指導場面に
おいて行った（介入期）。その後，個別指導とは場所や指導形
態が異なる集団場面において，問題行動が低減するか，学習
スキルが定着しているか否かの検証を行なった（テスト期）。
【結果と考察】
問題行動について（Figurel），BL期に比べ介入期に持
続時間が短縮し，個別指導による介入効果が認められた。
テスト期において1同場面条件（介入期とテスト期の文脈
が一致）では問題行動の持続時間の短縮が維持されたが，
異場面条件（介入期とテスト期の文脈が不一致）では問題
行動の持続時間の延長が見られ，復元効果の生起が確認さ
れた。しかし，テスト期のセッションを重ねると異場面条
件の間蓮行動も低減が見られた。
一方，学習スキルの定着に関しては，介入期には安定した
成績が得られ，介入前には解くことができなかった九九かけ
算を利用した文章題を解くことができるようになった。集団
指導場面においても，九九かけ算の成績は安定していた。
【総合考察】
問題行動に対する個別指導を集団場面に活かすために
は，復元効果を抑えるような介入の必要性と，集団場面で
実行可能な介入を継続する重要性が示唆された。
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Figurel問題行動に対する介入効果
